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うららかな日が少しずつ増えてきました。 
          

           ☆ 卒業・進級を祝う会(３月７日)の準備が進んでいます。 

 「わかば教室」に通室している自分自身をふり返り、これからの未来へむけて作文を

書いています。小学生・中学生の作文を紹介します。 

      

            「わかばに来て」        小学生 

 私はわかば教室に三年間通い、もう卒業です。振り返ると本を読んでいたり、バレー

ボール、バスケ、卓球をして楽しみました。コロナ以降は、行事などを行うことが困難に

なりました。その中で行えたのは、スポーツ大会、お茶会、考古学体験、多摩動物公園遠

足 散策授業などです。印象に残っているのは、お茶会と多摩動物公園遠足です。 

 私はわかばに来てよかったと思います。わかばに来る前まで、ほとんど家を出ずにいま

した。そしてわかばに来て、自分にはわからない何かがかわったような気がします。ここ

にきてよかったです。ありがとうございました。 

            「わかばでの思い出」      中学生 

 私は中学２年生の１１月からわかばに通いだしました。中学校では仲の良い友達がな

かなかできず、自分に自信がなくなり、人と関わるのが少し怖かったです。初めてわかば

に来た時も、話せる友達ができるのか、わかばになじめるのか、不安でした。だけど先生

たちが優しく話してくれて、一人一人を受け入れてくれてすぐに緊張がほぐれました。人

と話すことが楽しいと思えるようになったのは、わかばの先生たちのおかげです。毎日が

明るくなりました。 

四月から高校生なので、気持ちを切り替えてなるべく学校へ行って勉強も頑張りたいで

す。行事への参加や友達づくりも積極的にしていきたいです。わかばに関わった先生方や

友達には、とても感謝しています。どんな時でもあたたかいわかばが大好きです。 

いままでありがとうございました。 

  

 

☆わかばタイム(ことば)の授業で川柳(せんりゅう)を創作しました。  児童・生徒作品の一部を紹介します。 

〇 心配性  家にお守り  四つある         〇 久しぶり そうそうこれこれ  この感じ 

〇 勉強中  お腹がなった  ゲームセット      〇 ありがとう あなたにおくろう  表彰状 

〇 横見れば 肩支えあう 友がいる          〇 学年が  上がっていって 卒業に 

わ か ば 



 

【いろいろな学びの場面から】 

わかばタイム(スポーツ)の授業より  

今月はスポーツの授業で「バドミントン」と「卓球」を楽しんでいます。 

密にならないスポーツを選んで実施しています。最近は小学生の参加が 

増えてきました。指導員の先生と対戦を楽しんでいる人もいます。 

「ダブルスで他の人と組んで協力して試合をするのが楽しい」「相手が 

どこに打ってくるのかを読んだりするのが楽しい」という声がありました。 

 

e ラーニングの授業より  

 各自の体調や気分によって、やりたい課題を決定し、自分のペースで 

その課題に取り組んでいます。プログラミングやスライドづくりなど、他の 

児童生徒がやっている課題を参考に自分の課題を決定したり、お互いに 

影響しあっているようです。またタイピングで高得点を目指してに取り組む 

人が多く、その上達ぶりにも感心します。 

 

 お知らせ  

※ ３月７日(月) 実施予定の「令和３年度わかば教室 卒業・進級を祝う会」ですが、新

型コロナウイルスの感染状況を踏まえ、参加者については、通室生及びわかば教室職員のみ

とし、保護者の方々、ご来賓の参加は見合わせることとなりました。大変申し訳ありません。

なお、保護者会につきましては、予定通り(１１時３０分～１２時００分)実施いたしますの

で、よろしくお願いいたします。 ※(プリントを配布しましたのでご確認ください。) 

 

 カウンセラーより  

 

まだ寒い日が続きますね。皆さん体調は大丈夫ですか？ 

コロナが依然落ち着かず、やりたいことができない日々が続いています。これから卒業し

て新しい場所へ行くみんな。楽しいことがたくさん待っているのと同時に壁にぶつかるとき

もあると思います。そんなとき、頑張ることも大切ですが、息抜きをすることも大切な時間

です。私はコーヒーを飲みながら甘いものを食べるとリフレッシュできます。 

また、『この時間だけは好きなことをするぞ』と時間を決めて、のんびりするといいので

はないでしょうか。上手に息抜きの方法を知っておくことは、将来とても役に立つので、ぜ

ひこれを機に自分なりの息抜き法を見つけてください。 


